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っ
た
が
、
そ
の
間
に
Ｈ
氏
が
殺
害
さ
れ
、
Ｆ
氏
は
殺
人
容
疑
者

と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。

不
可
解
な
捜
査
と
裁
判
、
刑
の
執
行

当
時
、
Ｆ
氏
の
支
援
活
動
を
し
て
い
た
、
恵
楓
園
自
治
会
の

志
村
康
会
長
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
氏
は
病
院
で
麻
酔
中
に
調

書
を
取
ら
れ
、
内
容
を
覚
え
て
お
ら
ず
、
刑
事
は
銃
撃
で
動
け

な
い
Ｆ
氏
の
親
指
に
朱
肉
を
付
け
、
無
理
や
り
承
認
の
拇
印
を

と
っ
た
。
証
拠
認
定
も
異
常
と
言
え
る
も
の
だ
っ
た
。
凶
器
は

当
初
、
鎌
と
さ
れ
た
が
、
後
に
鑑
定
で
短
刀
だ
と
な
る
と
、
Ｆ

氏
が
潜
伏
し
て
い
た
と
さ
れ
る
農
具
小
屋
か
ら
短
刀
が
「
発

見
」
さ
れ
た
。
そ
の
短
刀
は
血
液
反
応
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
Ｆ
氏
に
確
認
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
「
凶
器
」
と
認
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
加
害
者
は
大
量
の
返
り
血
を
浴
び
た
は
ず
だ
が
、

Ｆ
氏
は
逮
捕
時
に
（
不
必
要
な
）
銃
撃
で
負
傷
し
、
し
か
も
そ

の
前
に
自
死
を
図
っ
た
た
め
、
着
衣
や
タ
オ
ル
は
血
ま
み
れ
だ

っ
た
。
そ
れ
ら
は
消
毒
さ
れ
て
か
ら
鑑
識
に
回
さ
れ
、
Ｆ
氏
と

Ｈ
氏
は
同
じ
血
液
型
だ
っ
た
の
で
、
血
痕
は
Ｈ
氏
の
も
の
と
認

定
さ
れ
た
…
…
。

さ
ら
に
警
察
・
検
察
は
、
Ｆ
氏
の
親
族
を
微
罪
で
逮
捕
し
て

Ｆ
氏
に
不
利
な
証
言
を
強
要
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
Ｆ

ン
病
（
ら
い
）
で
あ
る
と
、
県
の
衛
生
課
に
通
報
し
た
と
思
い

込
ん
だ
Ｆ
氏
が
、
Ｈ
氏
に
報
復
を
企
て
た
も
の
と
さ
れ
た
。
当

時
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
特
効
薬
プ
ロ
ミ
ン
の
開
発
で
治
療
可
能
に

な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
の
中
に
患
者
が
発
生
す

れ
ば
、
親
族
ま
で
が
偏
見
と
差
別
に
さ
ら
さ
れ
た
。

当
時
の
差
別
の
背
景
に
は
、
戦
前
か
ら
強
行
さ
れ
た
患
者
の

絶
対
隔
離
政
策
が
あ
り
、
国
立
療
養
所
に
強
制
収
容
さ
れ
た
患

者
た
ち
は
強
制
労
働
や
懲
罰
監
禁
と
い
う
、
受
刑
者
同
然
の
扱

い
に
苦
し
ん
だ
。
戦
後
も
、
国
は
医
学
の
常
識
に
逆
行
し
て
強

制
隔
離
政
策
を
続
行
し
、
熊
本
県
で
は
「
第
二
次
無
ら
い
県
運

動
」
の
下
、
恵
楓
園
の
収
容
能
力
拡
大
・
患
者
の
収
容
徹
底
が

図
ら
れ
、
Ｆ
氏
は
症
状
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
か

ら
恵
楓
園
へ
の
入
所
を
強
要
さ
れ
て
い
た
。

Ｆ
氏
に
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
取
り
扱
う
知
識
は
な
く
、
家
で

発
見
さ
れ
た
証
拠
品
は
ね
つ
造
の
疑
い
が
濃
い
も
の
だ
っ
た
。

が
、
無
実
の
訴
え
も
、
同
居
の
母
と
娘
の
ア
リ
バ
イ
証
言
も
し

り
ぞ
け
ら
れ
、
十
年
の
懲
役
刑
が
確
定
し
た
。
そ
し
て
翌
五
二

年
六
月
、
Ｆ
氏
は
拘
置
所
か
ら
再
度
逃
走
す
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
自
分
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
専
用
の
医
療
刑
務
支
所
に
収
監

さ
れ
、
刑
期
を
終
え
て
も
、
一
生
隔
離
さ
れ
る
│
│
そ
の
前
に
、

母
と
娘
の
顔
を
見
て
死
の
う
…
…
と
、
思
い
詰
め
て
の
逃
走
だ

「
被
告
人
は
無
罪
」

裁
判
官
役
の
女
子
学
生
の
声
が
凛
と
響
い
た
。
二
〇
一
四
年

十
月
十
九
日
、
菊
池
恵
楓
園
内
の
恵
楓
会
館
で
午
後
一
時
過
ぎ

か
ら
始
ま
っ
た
再
審
模
擬
裁
判
の
判
決
は
、
三
時
に
下
さ
れ
た
。

外
は
秋
晴
れ
だ
っ
た
。

以
下
に
、
菊
池
事
件
の
概
要
を
記
す
│
│
。
一
九
五
二
年
七

月
七
日
、
熊
本
県
北
部
の
農
村
で
全
身
を
刺
さ
れ
た
男
性
Ｈ
氏

の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。
警
察
は
、
前
年
八
月
に
Ｈ
氏
を
ダ
イ

ナ
マ
イ
ト
で
殺
害
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
懲
役
判
決
を
受
け
、

当
時
拘
置
所
か
ら
逃
走
中
だ
っ
た
青
年
Ｆ
氏
の
犯
行
と
断
定
し
、

Ｆ
氏
は
同
十
二
日
、
警
官
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
腕
を
銃
撃
さ
れ

て
逮
捕
さ
れ
た
。

前
年
の
殺
人
未
遂
事
件
の
動
機
は
、
Ｈ
氏
が
Ｆ
氏
を
ハ
ン
セ

か
つ
て
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
な
ど
に
設
け
た
「
特
別

法
廷
」
で
審
理
さ
れ
た
刑
事
裁
判
を
、
現
在
の
裁
判
員
裁
判
で

再
び
審
理
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
│
│
。
昨
年
十
月
十
九
日
、
熊

本
県
合
志
市
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
・
菊
池
恵
楓
園
で
、

熊
本
大
学
法
学
部
の
学
生
ら
が
「
菊
池
事
件
再
審
模
擬
裁
判
」

を
行
な
っ
た
。
一
九
五
二
年
に
殺
人
罪
な
ど
に
問
わ
れ
た
、
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
と
さ
れ
た
男
性
が
、
無
実
を
訴
え
な
が
ら
非
公

開
の
特
別
法
廷
審
理
を
経
て
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
事
件
が
テ

ー
マ
と
な
っ
た
模
擬
裁
判
は
、
同
事
件
の
再
審
を
目
指
す
弁
護

団
か
ら
提
案
を
受
け
た
熊
本
大
の
岡
田
行
雄
教
授
の
指
導
の
下

で
、
学
生
が
裁
判
官
や
弁
護
士
を
演
じ
た
。
当
時
の
事
件
背
景

と
、
模
擬
裁
判
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
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菊
池
事
件
再
審
模
擬
裁
判
は

何
を
問
い
か
け
る
の
か

─
再
審
が
待
た
れ
る
61
年
前
の「
特
別
法
廷
」事
件
─
肥
後
本
妙
寺
住
職

池
上
正
示

ジャーナル

昨年10月19日の模擬裁判の様子


